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 [Overview and purpose of the course]
本セミナーでは、内申書を軸にして、教育評価の基本的な概念や考え方を理解すること、テキスト
に基づきテーマについて学術的に検討・考察できるようになることを目指します。
授業では、テキスト（田中耕治、西岡加名恵（編）『内申書を問う―教育評価研究からみた内申書
問題』）を１章ずつ読み進めます。その際、必ずどこかの章を担当し、要約・追加調べについて発
表してもらいます。

 [Course objectives]
・内申書を軸に、教育評価の基本的な概念や考え方を理解する。
・テキストに基づき、テーマについて学術的に検討・考察できるようになることを学ぶ。

 [Course schedule and contents)]
第１回　ガイダンス
第２回　教育評価とは何か
第３回　内申書の現状―実態はどうなっているのか
第４回　内申書問題の歴史―何が課題となってきたのか
第５回　学校間接続と内申書―内申書に期待される役割とは何か
第６回　内申書の開示問題―内申書は見ることができるのか
第７回　評定と観点別評価―どのように成績がつけられているのか
第８回　生徒会活動，部活動と内申書―どのように記載すべきか
第９回　学校間格差と内申書―格差にどう向き合うか
第10回　イギリスの経験から―なぜ教師による評価は入試に用いられてきたのか
第11回　フランスの経験から―入試で内申書はどう使われているのか
第12回　国際バカロレアの経験から―評価の信頼性は高められるのか
第13回　内申書はどこへ向かうべきか
第14回　全体総括・ディスカッション
第15回　フィードバック
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 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
毎回の授業後に提出してもらうミニレポート（20%）、授業での発表（80%）

 [Textbooks]
田中耕治、西岡加名恵（編） 『内申書を問う―教育評価研究からみた内申書問題』（2024）ISBN:
978-4-641-17497-9
 [References, etc.]
  （References, etc.）
西岡加名恵、石井英真、田中耕治（編） 『新しい教育評価入門―人を育てる評価のために 増補版』
（2022）ISBN:978-4-641-17476-4

 [Study outside of class (preparation and review)]
毎回、教科書の指定された章を事前に読んできてください。
また、必ず一度は教科書の要約・追加調べについて、発表を行なってください。

 [Other information (office hours, etc.)]
 

 [Essential courses]


